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損
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損
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瞼
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損
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櫨
を
確
保
さ
れ

で
不
安
な
く
行
は
れ
、
、同
時

に
之

に
要
す
る
費

用

を
保
瞼
者
よ
ψ
填
補

せ
し
め
得
る
保
誰
を
得
た
こ
と

に
な

る
の
で
あ
る
。
「
此

の
約
款

の
前
丈

が
聴
許
的

ρ(H》O
同5
9尻
gり一ぐ
O
)
な
規
定
た

る
特
質
を
持

つ
の
は
此

の
理
由

に
擦

る
の
で
あ
み
。
戸而

し

て
更

に
其

の
注
意
を

喚
起
し
そ

し
て
此

の
約
款
を
補
充
的

に
完
成

せ
し

め

ん
が
爲

に
、

一
八
七
四
年

に
至

つ
て
委
付

拡
葉
約
款

(≦
、9
く
巽

。
一器
。・。
)
を
手
記
し
附
加

し
た

の
で
あ
る
。
即
ち

曰
く
、

、.b
巳

皆

貯

省
8
置

ぐ

畠
o色
即
婦巴

碧
年
濃
器
&

穿
彗

昌
o

碧
窃

o
州
昏
o
ぎ
。・霞
。吋
o
『
冒
。・
舞
且

ぎ

器
8
〈
o
ユ
昌
σq
嘘、
¢9
二
謁

o
婦

、
肩
。。・oミ
ぎ
σq
島
o
凛
8
。
昌
矯
ぎ
。・謹
a

q・ぎ
岸

げ
。
8
鼠

岱
。
月巴

9・
ω
薗
ミ
翫
く
鐙

臼

碧
g
営
9
昌
8

0
h
菩
騨
巳
ε

ヨ
窪
け・讐.

へ

曜
然

し
乍

ら
、
損
害
防
止
約
款

の
存
在
す

る
以
上
は
特

に
斯

る
約
款
を
存
す

る

の
必
要
を
見
な

い
も

の
で
あ
る
か
ら
、

一
八
六
九

年

の

。。
酔
旨

σq
舞

係

国
畠
嵜
7

脅
ρ
レド同
場
舞
彗
8

0
0
ヨ
冨
昌

事
件

に
於

て
、
択

言
σq
、。・
団
招
9

は
此

の
約

款

を

以

て

蛇
足
な
ゆ

(切ξ
・
艶

ぎ
琶

と
観
察
し
た

の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
此

の
拡
棄
約
款

と
錐
も
、
内
容

的

に
は
直
前

の
損
害
防
止
約

款

に
封
す

る
補

充
的
規
定
た
る
を
失

は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
身
猫
自

の
存
在

理
由
を
認

め
得

る
も

の
で
あ
る
が
、
損
害
防

止
約
款

の
成

立
史
的
考
察

に
於

て
の
み
蛇

足
た

る
の
結
論

に
到
達

し
得

る
も

の
で
あ

る
こ
と
は
注
意
を
要
す

る
の
で
あ
る
。
從

つ
て
損
害
防
止

約

款

の
研
究

に
あ
り

て
は
?

此
等
二
約
款
を

一
括
考
察
す

る

に

よ

り
始
め

て
其

の
眞
意

を
明
か

に

す

る

こ

と
が
出
來
る

の
で

の

あ

る

o

智

'

,

・
㌧

～

∴

.

い

一
一

 

既
に
其
の
丈
言
に
よ
り
之
を
承
知
し
得
る
如
く
、
損
害
防
止
約
款
は
其
の
内
審
に
於
て
二
つ
に
分
つ
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち

一

は
被
保
瞼
者
の
損
害
防
止
で
あ
り
、
他
は
保
瞼
者
の
庇

の
防
止
輕
減
費
用
の
員
捲
で
あ
る
。
・此
の
爾
者
の
匠
別
は
損
害
防
止
を
考

4)A曲ic・ の 詮 勢 に"lt・h・llbel・wfuland'necessaryt・andf・tth・ 斧 ・u・ed・

......,'と し て 、 損 害 防 止 の 必 要 性 な 強 調 し て ゐ ろo庇 の 黙 佛 のPolice

flangai『sdd,assurancemaritimesFr血archan鵡esoh£acult壱s,lg28, ,art;17及

び 我 船 舶 保 瞼 約 款 第 十 五 條 も同 檬 で あ る0

5)Gow,ibid,,P.1.23.・



ラ

察
す

る
上

に
於

て
法

理
的

に
も
必
要
な

の
で
あ
都
。
蓋

し
そ
れ
は
保
瞼
者

が
損
害
防
止
費
用
を
員
澹

せ
ざ
る

こ
と
あ
る
も
、
被

保

瞼
者

と
し
て
は
軍

に
保
瞼
者

の
利
釜

に
於

て
の
み
な

ら
す
公
盆
上

の
理
由

よ
ゆ

之
を
必
要

と
す

る
を
以

て
、
依
然
此

の
義

務
履
行

は
冤
れ
得
な

い
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

損
害
防

止
約
款
は
、
其

の
前
文

に
於

て
被
保
瞼
者

は
損
害
防

止
に
從
事

し
得
る
旨
を
規
定
し
、
即
ち
損
害
防

止
は
被
保
瞼
者

の

権
利

に
属
し
、
そ

の
義
務
と
は
し

て
ゐ
な

い
の
で
あ
る
。
然
る

に
此

の
約

款
を
法
文
化

せ
る
海
上
保
瞼

法
第

七
八
條
は
、
其

の
第
.

四
項
に
於

て
損
害

の
防

止
輕
減
を
以

て
被
保
瞼
者

の
義
務
と
し

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
即

ち
曰
く

、

..H
け
凶¢
匪
。
含

蔓

o
h
昏
。
器
ω弓
o山
潜
&

葺
。・
9
σq
。
暮
ω
ぎ

"
ロ

$
o
β

8

雷
冨

霊
。
7
ヨ
。
器
霞
8

器

日
"矯

ぴ
。
器
器
o
藍
甑
。

・
{o
㎏
昏
6
噂
`
弓
8
0
0
断
遷
2
けぎ
σq

o
『
巳
一三
ヨ
置
瓢
σq
9
一8
¢・.噂

然

ら
ば
本
規
定

の
立
法
上

の
根
擦

は
何

う
で
あ
る
か
。
英

國
並

に
米

國

に
於

て
斯

る
義
務

の
存
在

せ
る
こ
と
は
法
律
的

に
竜
認

め
ら
れ

て
ゐ
た

の
で
あ
り
、
〉
旨
。
巳
住
氏
も

一
八
四
八
年

の
其

の
著
第

」
版

に
於

て
、

差
押

へ
ら
れ
叉
損
傷

し
た

る
財
産

を
同
復

わ

同
牧
す
る
爲

に
努

力
す

べ
き

は
、
被
保
瞼
者

の
義

務
な

る

こ
と
は
既

に
確
立
さ
れ

て
ゐ
る
と
述
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等
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て
ゐ
な
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叉
被
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瞼
者

は
保
瞼
者
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嚴
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律
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於
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義
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損
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す
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・
。。
B
9

氏

の
言

へ
る
が
如
く
、
「
軍
に
被
保
瞼
者

に
と
り
現
實

の
困
難
を
冒

す
こ
と
な
く
叉
殆
ん
ど
費
用
を
投

す
る

こ
と
な
く
し
て
、
被
保
瞼
者

が
誰

か

の
干
渉
を
な
す

に
ょ
り
損
害
を
伺
避

し
叉
な
輕
減

し
得
る
場
合

に
之
を
看

過
し
去
り
得

な

い
と
言

ふ
丈
な
ら
ば
、
若

し
被
保
瞼
者

が
之
を
行

は
す

と

せ
ば
契
約

の
履

行
を
支
配
す

べ
き
善
意
を
訣
く
も

の
と

の
理
由

に
依

り
、
被
保
瞼
者

と
し

て
拡
干
渉
を
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
言

ひ
得
る

の
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
、
損
害
を
防

止
す

る
爲

に
被
保

瞼
者

に
時
間
を
費

さ
七
め
叉
時

に
は
多
額

の
費

用

の
支
出
を
要
す
る
が
如
き
場
合

に
、

そ
し

て
亦
大
な
り
小
な
り

の
損
害

が
嚢
生

し

て
も
、
之
が
被
保
瞼
者

に
何
等

の
害
を
生
じ
な

い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
被
保
瞼
者

と
し
て
は
殆
ん
ど
問
題

と

な

ら

な

い
場
合

に
、
術

且

つ
善
意
を
主
張
す

る
こ
と
は
充
分

の
理
由

と
は
な

ち
な

い
の
で
あ
ゐ
。
そ
れ
故

に
被
保

瞼
者

は
何
故

に
損
害

の
稜
生
を

防

止
し
そ

の
擾
大
を

阻
止
す

る
爲

に
從
事
す

べ
き

で
あ

る
か
つ
」

と
し
て
善
意
読
を
排
し
て
ゐ
る
、
蓋
し
當
然

で
あ
ら
う
。

而
b

て

一
般

に
被
保
瞼
者

の
損
害
防
止
義

務
に
就

て
言

ふ
時

は
、
保
瞼
者

は
被
保
瞼
者

が
之

が
爲

に
要
し
た
る
費

用
を
償
還
す

べ
き
を
當
然

の
も

の
と
考

へ
ら
れ

て
ゐ
る
様

で
あ
る
が
、
英

法

は
損
害
防

止
義
務

に
就

て
は
之
を
規
定
す

る
と
難

も
、
其

の
防
止

費

用

の
保
瞼
者
員
捲

に
關
し

て
は
、
何

等
規

定
す
る

と

こ

ろ

が

な

い

の

で
あ
る
。

米
國

に

て

は

一
九

二
二
年

の

》
ヨ
〇
二
。
§

旨

。
3
ぎ
具

冨

潜
二
昌
。
困霧
員
9
昌
8

0
9

<
.
団
げ
⑦
旨
ざ

留
民

曾

O
轟
く
巴

0
9

事
件

に
於

て
、

損
害
防

止
約
款

の
判
決
上
、
被
保

瞼
者

の
損

害
防

止
輕
減

の
爲

の
干
渉

を
以

て

「
義

務
的
な
も

の
」
と
し

て
ゐ
る
け
れ
ど
、
費

用

の
償

還
に
就

て
之
を
言
は
す

、
明

示

の
特
約

な
き
限
り
、
保
瞼
者

は
費
用
償
還

に
關
し

て
は
責
任

を
員
は
す

と
判
決

さ
れ
た

の
で
あ
る
ゆ
亦

O
冨
ぎ

・
誘

氏
も

、.月
冨

8
箕
冒
〇
三
巴

h
9
8

0
日
げ
o
岱
鴇

昏
轟
8
昌
象
臥
o
霧

o
冷
}
o
。。
醤
ぎ
砂q
、租
傷

ド
げ
8
ユ
昌
σQ

o罫
揚
oり
.ωo

昏
盤

ロ
巳
o
聴
昏
8
⑦
8
曾
。。
昏
o

5)Poole,MarineInsuranceofGoodS,2ndEd.,Ig30,P.124.

6)deSmet,LesAssurancesmaritimes,1934,No.122.



の

}㌶
げ
出
貯

。
剛
暮
。
ぎ
ω旨

窪
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黛

9
§

ぎ
&

ξ

冨
≦
り
零
ぽ

『
。
器

ぎ

.国
轟

冨
乙

窪

器
。。侍
言

8
昌
霞
9・
け●
と

述

べ

て
、
保

瞼
者

の
員

捲

を

特

約

に
侯

つ
も

の
と

し

て

ゐ
る

。
・
ζ
れ

に
よ

つ
て
見

れ

ば

、
被

保

瞼

者

の
損

害

防

止
義

務

の
法

律
上

の
根

擦

は
甚

だ
不

明
確

の

な
も

の
芝
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ゆ

空
宮
含
氏

の
言

へ
る
如
く
、
之

は
被
保
瞼
者

が
有
効
な
る
防
害

輕
減

手
段

を
探

る
に
當
り
ハ
保
瞼

者

よ
ウ
も
よ
り
有

利
な
地
位

に
立

つ
と
の
観

念

に
基
く
も

の
と
し
た
丈

で
は
、
此

の
義
務
設
定

の
動
機

と
は
な
し
得
な

い
し
叉
共

の

の
読
明
ど
も
な

ら
ぬ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

勒

次

に
亦
此

の
損

止
防
害
義

務
違
.反

の
法
律
上

の
制
裁

に
關

し
て
も
、
法
律

上
何
等
決
定
的
判
決

あ
る
を
見
な

い
の
で
あ
る
。

只

一
つ

一
八
六
九
年

の

O
仁
舞
♂

〈
●
聞
o
ヨ
σ
ミ

Z
舞
貯
。
一蕊
舞
碧

8

0
F

事
件

に
於
け

る

津

昌

O
。
き

亀

の
判
決

の

一
部
分

は
、

m

此

の
義

務
違

反
に
基
き

て
下
さ
れ

て
ゐ
る
。
此

の
事
件

は

「
全
損

ノ

ミ
澹

保
」

の
條
件

に
て
保
瞼

さ
れ
た
る
木
材

が
、
`
船
舶

が
坐

礁

し
て
破
船
歌
態

と
な

り
、
船
長
が
積
荷
救
助

の
措
置

を
講
す

る
こ
と
な
く
、
直
ち

に
保
瞼
者

に
委
付

の
通
知
を
嚢

し
て
船
貨
諸

共
費

却
し
た

の
で
あ

る
が
、
後
積
荷

の

一
部

が
救
助
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
判
決

は
、
海

難

の
爲

で
な
く
船
長

の
不
當
費
却

に
因
り

全
損
し
た
も
の
乏
し
て
、
坐
礁
後
聞
も
な
く
費
却
さ
れ

て
船

長
が
積
荷
救

助
手
段
を
講

ぜ
ざ
る
こ
と
は
、
そ

の
後

の
條
件
如
何

に
・

拘
は
ら
す

、
被
保
瞼
者

は
其

の
損
害
を
回
牧
し
得
す

と

な

し

た

の
で
あ

る
。
」
然
し
乍
ら
此

の
判
決
は
軍

に
準
全
損

の
問
題

で
あ

り
、,
近
因
主
義
適
用

に
關
す
る
も

の
で
あ

つ
て
、
更

に
亦
之

は
次
に
述

ぶ
る
が
如
く
海

上
保
瞼
法
第
五
五
條

二
項
に
規
定

せ
る
判

決

の
精
瀞

に
反
す
る
も

の
で
あ
り
」
、且

つ
船

長

の
荷
主

に
封
す

る
義
務

と
被
保
瞼
者

の
保
瞼
者

に
封
す

る
義
務

と
の
混
同
よ
り
來

拗

て
ゐ

る

も

の
と

し

て
、

損

害

防

止
義

務
違

反

の
先

例

と

は
な

し

得
な

い
も

の

と
さ

れ

て
ゐ

る
っ

然

ら

ば
何

故

に

此

の
判

決

が
第

五

五
條

二

項

の
規

定

に

反
す

る
か

と

言

ふ

に

、

同
規

定

に
は

..d
菖
σ。。。。
昏
。
も
o
躍
昌

o
島
霧
で
ぎ

只
o
言
畠
β

』
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房

一貯
げ
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ま
峠
潜
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一8
ω
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o
×
ぎ

g
巴
団
§

器
&

ξ

暫

冨
邑

ぎ
¢舞

a

9
㈹
9。ぎ
3

。く
窪

昏
2

σq
7

昏
o
」
o
器

ミ
o
巳
臼
き

貯
影

く
o
ド冨

署
①
昌
巴

9

け
8
同
島
o

英
海
上
保
陰
謹
券
に
於
け
る
狽
害
防
止
約
款

(
久
木
)

一
四
五
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Ig32,P・II4・

8)Ripert,Droitmaritime,tom。III,
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四
六

菖

。・絃
巳

賃
9

葺

旨
農
痔

o
昌
oΦ
o
{
昏
o
ヨ
器
倖畦

o
目
旦
o零
.～.
と
あ
り
、
.之
は

一、八
九
八
年

の
、
円
凱
民

巽
.〈
●
日
ぴ
笹ぽ
窃

藤

]≦
o
議
曙

H
蕊
旨
彗
8
・0
9

事
件

の
判
決

に
よ
り
共

の
原
則

が
確
立
ざ
れ

た
も

の
で
、
、
此

の
事
件

は
、

船
舶
共
有
者

の

一
人
た
る
船
長

の
過

失

に
よ
砂
、
船

舶
が
坐
礁
し
で
運
賃

の
損
失
を
生

じ
た

の
で
あ
る
が
、

其

の
際

の
判

決

に

》
●
『

。。
巳

昏

判
事
は

「
損
失

損
害

が
直
接
海

難
に

因
る
も

の
で
あ
れ
ば
保
瞼
者
責
任
を
員

ふ
も

の
に
し

て
轟
余

の
意
見

と
し

て
は
、
若
し
其

の
損
失
損
害

が
船
長
又

は
船
員
或

ひ
は
被
保
瞼
者
自
身

の
航
海
上

の
過
失

に
遠
因
し
た
り
と
し

て
も
、
そ
れ
拡
問
題
と
は
な
ら
な

い
。
但
し
、
常

に
其

の

お

損

失
は
被
保
瞼
者

の
故
意

に
よ
り
惹
起

せ
ら
れ

ざ
り

し
こ
と
を
要
す
」

と
言

つ
て
ゐ
為
。
從

つ
て
此

の
規
定
よ
の
し

て
、
假

令
明

文
は
な
く
と
も
、
損
失
を
惹
起

せ
る
危
瞼
が
被

保
瞼
者
自
身

の
過
失

に
因
る
場
合

と
雄
も

、
保
瞼
者

は
責
任
を
冤
れ
得
ざ
る
も

の

の

な
る

こ
と
を
示
し
て
ゐ
勧
。
故

に
第

七
八
條

四
項

の
損
害
防

止
義
務

の

「
規
定

の
効
果

と
し

て
、
若

し
被
保
瞼
者

叉
は
其

の
代

理

入

が
損
害
防

止
手
段
を
講

じ
な
か
り
た
が
爲

に
、
直

接
保
瞼
事
故

に
よ
り
生
じ
た
る
損
失
を
保
瞼
者

よ
り
同
復
し
得
な

い
と
す

る

な

ら
ば
、
そ
れ

は
第
五
五
條

の
規
定

の
適

用
を
制
限
し
、

目
二
乱
窪

≦

目
冨
ヨ
・。・
粋

嵐

。お
。嘱
ぎ
。。霞
§
8

0
。
・
事
件

に
於

て
確

働

立
さ
れ
た
原
則

と
或
程
度

に
抵
燭
す

る
も

の
乏
思
は
れ

る
の
で
あ
る
。
」

次

に
被
保
瞼
者
は
被
保
瞼

物
件

の
所
有
者

と
し

て
の
地
位

に
あ

る
を
以

て
、
其

の
自
由
な
る
塵

分
権

の
範
園
内

に
て
損
害

の
防

止
輕
減

を
行

ふ

べ
き
義
務
を
員

捲
す

る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
既

に
述

べ
た
檬

に
、

一
面

に
於

て
保
瞼
者

に
不
當

の
損
害
を
與

へ
な

い
と
言

ふ
理
由

が
あ
る
が
、
從

つ
て
此

の
窯
よ
り
考

へ
て
保
瞼
者
も
亦
被

保
瞼
物
件

の
保
存

の
爲

に
、
保
瞼
事
故
稜
生

に
際

し

て
は

、
損
害

の
防

止
輕
減

に
謝

し
て
は
適
當

の
手
段
を

と
り
得

る
も

の
で
あ
る
か
。
猫
逸

に
於

て
は
被

保
瞼
者

の
損
害
防
害
義

務

と
同
時

に
、
、之

に
封
す
る
保
瞼
者

の
指
圖
権

つ
く
。ぎ

轟
。。器
。ゲ
け)
を

も
認
め
、
"保
瞼
者

の
指
圖

に
基

い
て
被
保
瞼
者

は
損
害
防

の

正
に
從
事
す
ぺ
き
規
定
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
茄
、
佛
蘭
西
に
於
て
は
商
法
王

(
三
八
八
條
二
項
)
に
於
て
は
保
瞼
者
も
亦
損

13)

15)

16)

14)Arnould,ibid.,Sect.799.

Arnould,ibid.,Sect.79ga・

AllgemeineDeutscheSeeversicherungs-Bedingungen,馨41(1)``Er(Versich-
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わ

害
の
防
止
輕
減
に
從
事
し
得
べ
き
旨
を
規
定
し
、
同
國
の
保
瞼
誰
雰
に
は
此
の
旨
の
特
別
の
規
定
を
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
都
。
然

ら
ば
英
法
に
於
て
は
如
何
。
損
害
防
止
約
款
に
は
、
保
瞼
者
が
被
保
瞼
物
件
の
損
害
防
止
保
存
の
爲
に
手
段
を
講
じ
得
る
旨
の
何

等
の
片
鱗
を
も
認
あ
得
な
肋
の
で
あ
る
。
然
る
に

「
此
れ
は
、
保
瞼
誰
雰
の
作
成
さ
れ
た
當
時
に
於
て
、
保
瞼
者
の
損
害
防
止
と

言
ふ
様
な
事
が
未
だ
聞
か
れ
な
か
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
保
瞼
者
が
斯
る
手
段
を
講
じ
得
る
構
利
を
、
特
に
保
瞼
誰
雰
上
に
明
記

す
る
を
必
要
と
し
な
い
程
度
に
聞
違
な
く
存
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
か
、

何
れ
か
の
理
由
に
依
る
の
で
あ
る
」
と

O
。ミ

捌

博
士
は
言

つ
ズ
ゐ
る
が
、
恐
ら
く
後
者

の
理
由

に
よ

る
も

の
と
思

は
れ

る
。
此

の
黙

に
就

て
は

]≦
9。
巳
昌

出
o
冨
凶蕊

氏
が
次

の
如

あ

く

言

つ

て

ゐ

る

。

即

ち

、

・

・

卜
..H
け
ミ
。
鐸
=

冨
穿

窪

巷

窟

舞

9
ω
津

帯

停
①
け
冒

。
昏

。
"
島

。
矯
毛
器

脅

陣
妻
昌
巷

博
昏

。
誇

犀

8

"
・。
。・宮

り
H
8
ε

ρ

。
H

肩

。
。。
・
疑

。

9

く
6
。・
ω
・
=

昌

魯

昌
σq
窪

ミ
器

ざ
鼻

o
傷

ξ

。
昌

器

。
×
9
器

凶く
爵

一昌

昏

ω
`
一蕩
ξ

。
二

碧

奄

穿

暮

昏

o

曾

蔓

9
巳

℃
馨

幕
σq
・

。
臣
霊

9

畠
。
h窪

ω
。

9
巳

蕊

2

。
懐

臼
。

島̀

。
ぎ

8

ぐ

二

冨

隅
ε

巽

け
矯

≦
ゲ
窪

ぎ

需

二
=

。
。
邑

轟

け
。
冨

ω
。。
8

窪

⑦
ヨ
u
器

蜜

禮

㌦
昌
塗
g
u

、碧

昏
ゆ
岸

㎏
8
弓
8

。・凶げ
導

同
℃
昏
窪

8

ヨ
。
ω
昌
9

0
昌
ぐ

昏

・
巴

巳

。。。。
一。
昌

ぴ
矯

鐸
巳

巽

ξ
昏

巽

。・
普
舞

葺

⑦
疑
§

汁
一〇
戸

睾

昏
o
智

昌

o
剛

.
昏

。

器

¢
月

a

ω
ぎ

目

ま

梓
畠
。
H
o
σq
暮
。

坤
o
目

昏
o
ヰ

一
。
σq
鑑

円
黄
窪
。。
し

暮

層
旨

。
旨
σQ
9
σq
。
目
窪

θ
け
冨

:

冨

ぎ
ω
霞

。
δ

鼠

ロ

8

暮
き

暮
。

8

}

0

8

。・
け
斜
昌
自

o
×
鴛

蕊

σ
。。
。・
o

ぎ
2

羅
a

ξ

窪
⑦

器

鶏

同
o
畠
㌔
曽

斯

く

の
如

く

、

=
。
笑

ぽ
o
氏

は

損

害

防

止

の
権

利

は

保

瞼

者

の
猫

占

的

な

も

の

と

考

へ
た

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

危

瞼

に

際

し

て

は

そ

の
財

産

は

事

實

保

瞼

者

の
責

任

と

な

る

の

で

あ

る

し

、

そ

れ

に

損

害

防

止

約

款

に
依

つ

て

の
被

保

瞼

者

の
防

止

輕

減

行

爲

は

、

其

の
法

律

上

享

有

し

得

る

何

等

の
椹

利

を

も

害

さ

な

い
事

を

保

瞼

者

が

認

あ

た

も

の

で

あ

り

、

同

時

に
之

が

爲

に
被

保

瞼

者

の

要

し

た

る

費

用

を

員

憺

す

る

こ

と

を

特

約

し

て

ゐ

る

か

ら

で

あ

る

と

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

而

し

て

此

の
保

瞼

者

の
灌

利

は

、
、

英
海
上
保
瞼

読
券

に
於

け

る
潰

害
防

止
約

款

(
久
木
)

一
四
七

17)
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19)
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"
四

入

委
付
拡
棄
約
款

の
挿
入

せ
ら
れ
た

る
に
よ
り
、
被

保
険
者

の
義
務

と
同
様
に
明
白
な
も

の
と
な

つ
て
、
今

日
.の
保
瞼

誰
.券

に
於

て

鋤

は

そ

の
椹

利

は
聞

接

的

に
確

保

さ
れ

て

ゐ
る

の
で
あ

る
。

.

然

し

乍

ら
保

瞼

者

の
損

害

防

止
構

は

、

一
方

に
於

て
は
被

保
瞼

物

件

に
封
す

る
被

保
瞼

者

の
自
由

庭

分
権

に
制

限

を

加

へ
ら

る

べ
き

窯

は
看

過

す

る
を

得

な

い

の

で
あ

る
。

而

し

て
此

の
構

利

は
被

保

瞼

者

の
損

害

防

止
義

務

と
爾

立

し

得

な

い
も

の

で
は

な

い

脚

、
其

の
櫻

利

の
行

使

に

は

一
定

の
限

界

が
存

す

べ
き

で
あ

る

事

を

忘
れ

て
は

な

ら

ぬ
。

此

の
鮎

に
就

て
は

、

U
9
且
8

氏

の
言

は

注

目

に
債

ひ
す

る
も

の
と

言

は

ざ

る

を

得

な

い
。

即

ち

、

、.]≦
僧
冴

一、器
の葺

き

8

昌
。

眉
o
旨

H
9
鉾

弓
器

聾

窪

冒
。。ρ
鐸
.魅

幽
鉱
3

幕
℃
層
同
。
H
碧

窪
・
ヨ
。
暮

臼

。
傷
.彗

。
目
9
三
鐸
。

8
暮

帥
建

R
噂
q
。
〈
ぎ

冨

寡

。
薯

富

9・。ω鐸
H
貫

。
巽

昌

ま

鷺
暮

冨

。・

9
h。
巳

誘

曾

三

ら
.冨

"
8
巽

帥

一、器
。・自
伽

畠
8

鈴§
〈
毘

。・
9

島
。
0
9
や
窪

ω。
。・

魯
暑

8
冒
凶占
一
昌
。

ω。

。・
2

9
。
量
津

需

ロ
亨
巾け
器

弓
酵

娼
錠
8

ρ
β
u濠

唱
O
舞
鎚
♂
曇

伽9

8
5
齢§
ぽ

。。
帥
。・O
昌

巨

警
停

ぼ
O
昌

O
昌
9
巳

⊆
・りり
鵠
)
と
o

而

し
宅

此

の
模

利

と
義

務

は
屡

々
保
瞼

者

被

保
瞼

者

聞

に
孚

ひ

を

起

し

得

る

可
能

性

が
あ

る
。

斯

る
場

合

は

如
何

に
す

べ
き

か

。

猫

逸

の
如

く

保
瞼

者

の
指

圖

櫨

を

認

む

る
國

に
於

て
は

、
保

瞼

者

の
意

見

を

尊
重

す

べ
き

も

の
と
考

へ
ら

れ

る

が
、

然

ら
ざ

職

る
場
合
は
理
論
上
は
主
距
る
利
害
關
係
者
た
る
被
保
瞼
者
の
意
見
を
奪
重
す
る
事
は
よ
り
合
理
的
で
あ
ら
う
。
英
法
に
於
て
は
此

の
鐵
に
就
て
未
だ
確
定
せ
る
意
見
を
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

我
國
の
如
く
英
國
同
様
の
約
款
を
掲
ぐ
る
場
合
に
於
て
は
如
何
。
商
法
上
は
原
則
と
し
て
保
瞼
者
の
損
害
防
止
樫
は
認
め
ら
れ

の

得
な
い
。
そ
れ
は
被
保
瞼
者
の
所
有
樺
侵
害
と
な
る
か
ら
で
あ
勧
。
然
し
特
約
あ
れ
ば
之
を
防
ぐ
べ
く
も
な
い
か
ら
、
保
瞼
者
の

損
害
防
止
椹
は
委
付
鋤
棄
約
款
に
よ
り
聞
接
的
に
特
約
さ
れ
た
も
の
と
見
て
差
支

へ
な
い
噛で
あ
ら
う
。
我
國
の
實
際
は
被
保
瞼
者

◎

た
る
船
主
荷
主
叉
は
此
等
の
者
の
代
理
人
た
る
船
長
の
委
任
歌
を
徴
し
て
、
保
瞼
者
自
ら
損
害
防
止
に
當
り
叉
は
他
人
を
し
て
之

20)
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鋤

に
當
ら
し
む
る
こ
と
多
し

と
言
ふ
。

而

し
て
保
瞼
者

が
損
害
防

止
を
な
し
た
る
が
爲

に
費
用
を
生
じ
た
る
と
き
は
、
假
令
被

保
瞼
者
な

ら
ば
之
を
損
害
防
止
約
款

に

よ

り
、
保
瞼
者

よ
り
同
牧
し
得
る
も

の
で
あ

つ
て
も
、
保
瞼
者

が
之
を
被
保
瞼
者

よ
り
同
牧
し
得
ざ

る
こ
と
は
明
白

で
あ
る

(
一

九
〇
四
年

9

。
暴
昌
く
●
。自
け§
奪

事
件
)
。
蓋

し
斯

る
こ
と

が
行

は
る

玉
と
せ
ば
、
被
保
瞼

者
は
更

に
之

を
保
瞼
者

に
求
む
る
こ
と

曳
な

つ
て
循

環
す

る
こ
と

」
な
る
か
ら
で
あ
る
。
只
鼓
に
問
題

と
な
る

の
は
、
保
瞼
者

の
員
澹

せ
ざ

る
危
瞼

に
封

し
、
保
険
者

が

損
害
防
止

に
從
事

せ
る
と
き

の
費

用
に
就

て
野
あ
る
。
こ
れ

に
は
相

反
す

る
二
個

の
判
決

が
あ

る
。

一
は

9

。
§
昌
く
●
。自
雷
幕

H
事

件

で
あ

つ
て
、
此

の
時

は
救
助
料

の
請
求
を
も
許

さ
な

か
つ
悔

の
で
あ
る
が
、
他

の

一
八
三
八
年

の

O
。
已
日
。
轟
≦
。昌

ゲ
冒
。・霞
碧
。。

絢

0
9

ヂ

O
冨

。。。
事
件

で
は
、
軍
な
る
救
助
者
と
し

て
保
瞼
者

の
請
求
を
認
め

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
此
れ
は
損
害
防
止
約

款

に
云
ふ
防

止
費
用
と
し

て
の
請
求
を
認
め
た
も

の
に
非
ざ
る
を

以

て
、
事
情
が
異

な

る
と
も
言

ひ
得
よ
う
。

,
罠

.
損
害
防

止
約

款
に
は
、
被

保
瞼
者

叉
は
其

の
使
用
人
が
損
害

の
防

止
輕
減

に
努
力
す

べ
き
旨
を
規

定
し
、
同
時

に
之

が
爲

に
要

す

る
総

べ
て
の
費

用
は
、
保
瞼
者
員
憺
す

べ
き
旨

を
規
定
し

て
ゐ
る
。
然

ら
ば
保

瞼
者

の
損
害
防

止
費

用
員

憺

の
義

務
は
、
此
の

約

款
に
ょ

つ
て
始

め
て
成
立
す

べ
き
も

の
で
あ
る
か
。
以
下
此

の
鮎

に
就

て
述

べ
て
見
よ
う
。

海
上
保
瞼

誰
券

に
は
、
保
瞼
者

の
員
憺
す

べ
き
危
瞼

を
列
學

し
、
之

が
爲

に
生
じ
た
る
損
失
損
害
を
保
瞼
者

翼
補

す

べ
き
旨
を

規
定

し

て
ゐ
る
。

而

し

て

保
瞼
者

の
員
澹

す

る

損
失
損
害
は

、

便
宜
上
之

を

物
的
損
害

(寄

琶

。亀

U
§

9。σq
。
)
と
費

用
損
失

翁
老
。
ロ
島
言
器
巴

の
二

つ
に
匝
別
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

費
用
損
失

に
属
す

べ
き
も

の
と
し
て
英

國
の
學
読
上
學
げ
ら
れ
得

べ
き

英
海
上
保
陰
謹
券
に
於
け
ろ
潰
害
防
止
約
款

(久
木
)

一
四
九
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一
五
〇

も

の
に
三

つ
あ
る
。
即

ち
共

同
海
損
費
用

・
輩

猫
費
用

及
び
救
助

料
こ
れ

で
あ
る
。
先
づ
此
等

の
費
用
が
損
害
防

止
費

用
と
如

何

に
關
聯

し
て
ゐ
る
か
を
明
か

に
し
乍
ら
論
を
進
め
た

や
と
思
み
。

保
瞼
者

の
捲
保

せ
る
危
瞼

護
生

に
際

し
、
被
保
瞼
者

が
其

の
損
害
を
防

止
輕
減
す
る

に
要
し
た
る
費
用
は
、
損
害
防
止
費
用
な

る

こ
と
は
既

に
繰
返

し
述

べ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
若

じ
此
等

の
費
用

が
航
海
團
膿
全
罷

の
利
釜

に
於

て
爲

さ
れ
た
と
き
は
、
之

を
共
同
海
損

(O
。昌
窪
巴

》
〈
⑦
§
oq
。
)
と
し
て
取
扱
は
れ

、
保

瞼
者

と
被
保
瞼
者
は
別
な
關
係

に
置
か
れ

て
ゐ
る
。
換
言

せ
ば
損
害

め

防

止
約
款

に
言

ふ
損
害
防
止
費
用

と
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
然

し
乍
ら

、
此

の
事

は

一
の
軍
猫
利
釜

の
み

の
爲

に
支
出
さ
れ
る

こ
と
を
意
味

す
る
も

の
で
は
な

い
。
航
海

團
罷
全
髄

の
利
釜
と
言

ふ
こ
と

、
、
多
激

の
軍
猫
利
釜
と
言

ふ
こ
と

玉
は
蝕

で
混
同
す

べ
き
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
從

つ
て
此

の
約
款

に
於
け
る
損
害
防
止
費

用
と
は
、
航
海

團
罷
全
髄

の
利
釜

の
爲

で
な

い
限
砂

、
假

令
多
数

の
利
釜

の
爲

で
あ

つ
て
も
、
軍

猫
利
釜

の
爲

に
支
出

さ
れ
た
も

の
を
言

ふ
こ
と

玉
な

る
の
で
あ
る
。
而
し

て
此

の
爾
者

の

匿
別

に
就

て
は
、
既

に

一
八
七
七
ー
九
年

の

諺
ぎ
ず
凶。・
§

く
・
い
◎
訂
・
事
件

の
判
決

に
於

て
確
定

さ
れ

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

次

に
救
助

料

(。。
巴
爵
σq
ゆ
。冨
お
6
。。)
に
關
し

て

璽
あ
る
が
、
此
れ
は
被
保
瞼
物
件
遭
難

に
際

し
其

の
損
害

の
防

止
輕
減

の
爲

に
救

助

に
從
事
し
た
る
者

に
封
し

て
支
彿
は
る

玉
も

の
で
、
損
害
防

止
約

款
に
於
け
る
損
害
防

止
費
用
と
其

の
目
的

は
同
じ

で
あ
る
け

れ

ど
、
之

に
從
事

せ
る
も

の
が
被
保
瞼
者

其

の
代

理
人

叉
は
使
用
人
な

ら
ざ

る
瓢

に
於

て
異

る
。
從

つ
て
鼓

に
謂
ふ
損
害
防
止
費

用
と
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
共

同
海
損

と
同
様

、
既

に
述

べ
た

》
ぎ
嘗

70
昌
く
・
ピ
。
訂
。
事
件

に
於

て
其

の
匠
別
を
明
確

な
ら
し
め
て
ゐ
る
。

こ
の
判
決

は
損
害
防
止
約

款

の
効
力

に
關
し

て
な
さ
れ
た
最
初

の
も

の
と
し

て
有
名

で
あ

る
。
今
其

の
大
要

を
述
べ
る
り

。
}

。藍

が
海
難
の
爲
に
大
損
害
を
蒙
む
り
汽
船

↓
ー

號
に
よ
り

ρ
§

昌
ωε
毒

へ
曳
船
さ
れ
て
其
の
全
損

危

瞼
を
冤
れ
た

の
で
あ
る
。

ρ
器
君
、。・
田
窪
魯

に
於

て
其

の
損
害
は
百
パ
ー

セ

ン
ト
と
見
積
ら
れ

て
、
共

同
海
損

及
び
救
助
料

の
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船
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澹
額
五
百
確
を
更

に
支
彿

ふ
要
な

し
と
判
決

さ
れ
た

の
で
あ
る
が
湘
翌
年
控
訴
院

(O
。
口
二

〇
幽
》
箸
・
毘
)
は
、
此

の
五
百

礫

は
損
害
防

止
約

款

に
よ
り
被
保
瞼
者

の
同
牧
し
得

る
も

の
と
判
決

し
た

の
で
あ

る
。
と

こ
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翌
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し
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.
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助
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共
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損
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憺
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損
害
防
止
約
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ふ
損
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防
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費
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ら
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し
保
瞼

者
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責

任
外
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の
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。
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判
決

申

匹

8
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昌
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次

の
如
く
此

の
匠
別
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瞭
な
ら
し
め
た

の
で
あ

る
。
即
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、
「
此

の
約
款

の
目
的
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被
保
瞼
者
側
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努
力
を
奨
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も

の
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し
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」
海
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薗
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。

ピ
9
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)
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り
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る
損
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補

を
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保
瞼
者

に
得
さ
し
む
る
爲
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附
加
的
救
濟
を
與
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と

す

る
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は
な
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。
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合
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よ

つ
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保
瞼
者
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は
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雇

入
れ

て
勢
務

の
提
供
を
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さ
し
め
そ

の
仕
事

及
び
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力

に
封

し
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支
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な
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と
異
な

る
の
で
あ
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テ
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ス
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榮
務
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提
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ぜ
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、
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保
瞼
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代
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し
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勢
力

に
賃
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支
佛
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れ
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行

つ
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な
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基
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ぜ
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救
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し
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あ
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れ
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彼

等

の
努
力

に
よ
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さ
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猫
立
し

て
請

求
b
得

る
の
で
あ
る
。

一
危
瞼

の
爲

に
生

じ
た
る
救
助

料
は
、

常

に
何

等

の
孚

ひ
も
な
く
そ

の
危
瞼

に
因

る
損
失

乏
し
て
被
保
瞼
者

が
同
牧
し

て
來
た

の
で
あ
る
。
而

し
て
余
は

そ
れ
が
損
害
防

ゐ

止
約

款

の
下
に
同
牧
し
得
ら
れ

た
る
事
件
は
未
だ
之
を
知
ら
な

い
の
で
あ
る
。
」

と
。

英
海
上
保
陰
設
券
に
於
け
る
損
害
防
止
約
款

(久
木
)

、

一
五

一

3)CitedinArnoロld,ibid・,Sect・865・



一

、

、
・

層

、

'

.

ー

評

諒

∴

・、」、
・ぞ

2
.

,

∵

:

∵

.

　∵

五

二

∴
幽禰

し

て
此

の
救

助
料

な

h
救

助
料

」

走
し

て
保

強

者

の
填

補

す

る

も

め

・で

訟

く

、

之

が
支

出

を
要

し
た

る

危

瞼

に
因

る
損

失

(》

一。
ω。。
ぴ
団
一昏
o
切。
噂
。
峠出
。。酵
と

し
で

支
彿

は

れ

る
も

の

(
六

四
條

一
項
)
で

あ

汐

乍

ら
、

叉
輩

猫
海

損

と
も

見
轍

さ
れ

て

ゐ
な

.悔

(
七

六
條

二

項

)

一
種

特
別

な

も

の
で
あ

る
。
然

b
乍

ら

此

の

罎

鑓
鼻

嘗

。
ピ
9
妻

に
於

け

る
救

助

料

は

任
意

救
助

料

2

三
貝
暮
鎚
蔓

Qゆ
巴
奉

σq
。
b
ぎ

霞
。
ω)
の

み
を

指

し

、
契
約

救

助

料

・(6
。
暮
3
。
言
巴

。。
巴
轟

σ9
。
ね
冨

預
3
>
を
含

ま
な

い

の
で
あ

る
ゆ

契

約

救

助

は
被

　

保
瞼
者
の
使
用
入
と
し
て
の
救
助
込
見
傲
さ
れ
、
・そ
の
救
助
料
は
敏
に
謂
ふ
損
害
防
止
費
の
範
疇
に
薦
す
る
の
で
あ
軌

(
六
五
條

　

一.一項
)
。
、成

功

報
酬

付

'(諸
O
。ξ

評

昌
。

冨
逸

の

救
助

は

内
一
蝕

に
契

約

救
助

と

は
言

は
な

い
の

で
翫

る
。
海

上

保

瞼

法

は

救
助

料

と

損

害

防

止
費

に
關

し

て
次

の
如

く
親

定

し

て
ゐ

る
9

.

・

・

ド

、丁

㌦

ジ

b
ー

・
ゆ
8

(・。
)・
、.。。
・
冨

σ。
碧

ぎ

㈹
亀

、b

§

琴

・§

。
ぎ

σq
。
・・
「§

。
〈
。
尋

一。

§

量

塁

珪

石
こ

碧

ξ

魯
自

ぎ

ユ

裁

§

昌
曾

ξ

・
,o
{

8

暮

§

。
『

月
冨

矯

傷
ρ

琴

戸

言
色
且

①

昏

"

。
砦

9

⑳
①
。・

o
臨

。。
窪

く
凶8

ω

ぽ

.魯

。

塁

言

円
。

o
h
。・
鑑

く
轟

。

お

a

窪

巴

ξ

斤ぽ

、
器
ω
母

8

自

募

お

窪

5

自

§

団

娼
。
㎏
。・。
昌
ふ

暑

ξ

a

鍵

耳

・
喜

け
一　晋

Ψ
ま

ニ

ゲ
。

竃

若

§

。
訂

冨

a

昌
σq
魯

℃
食

=

蕊

葺

巴

轟

替

。・
官

,
。。
二
g

。
×
弓
。
郡
・。
甥

w
喜

。
月
⑦

領

唱

。
H
ξ

、一昌
。
餐

旦

芯

ミ

げ
⑦
§

ミ

§

住

駕

冨

且

£

碧

g

彗

σq
$

實

僧
塁

σq
8

。
冨

言

く
§

σ・
o

一
。
り
⑰
畑

"

9
。
8

円
貸

昌
αQ

8

島

。
、。
n『
。
ロ
霧

£

昌
。
廟
切
躍
昌
傷
。
回

≦
7
喜

昏

2

蕎

琴

冨

霞

『
。
畠
・

'

、

・

ピ
∴

・

[

ー

r

と

同

時

に

亦

救

助

料

共

同

海

損

が

、
「損

害

防

止

約

款

に

於

て

填

補

せ

ち

れ

ざ

る

旨

を

次

の

如

く

規

定

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

の

即

ち

、
　

p

畠

「
.

'

.

・

'

-
・

、二

、
・
∴

㌧

一

、

。

戯
"
◎。
(卜9
)

O

窪

母

巴

彗

自

9。
σq
。

ε
¢
。・
8

9
昌
傷

8

ロ
鼠

ぴ
暮
ご
笏

§

侮

ω
巴
轟

σQ
。

。
冨

お

。
ω
℃
器

牙
蟻
ぎ
a

・
ξ

昏

♂

》
o
ぐ

舞

。

昌
o
け

'

器
8

〈
o
冨
匿
σ
ゴ
巳

窪

}

⑦

。・
葺
昌
σq
虚

註

昼
ぴ
o
弩

甘
㈹
・
o
冨
蕩

o
ρ

,

・

.
一

㍗

・

、.'

∵

'

・"
最

後

に

考

察

す

べ

き

は

翠

猫

費

用

λ
勺
9
鼠

自

智
塁
魯

9
同
σq
"
。・
)
に
就

て

謹
あ

る

。

海

上

保

瞼

法

第

六

四

條

二
項

に

よ

れ

ば

、
、
軍

猫

r

4)Clarus,NotesonMarineInsuraロcePractice,

5)Doverribid.,P.Igo.

Ig32,P.'68.



費

用
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被

保

瞼

物
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又

は
保

存

の
爲

に
、(国
o
H
昏
o
。・慧
oな

自

肩
窃
。
Hく
畳

o
蹴

o
{
島
。
紹
三
〇
6
亨
ヨ
僧
骨酔窪

駐

謹
o
傷
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保

瞼
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に
よ
り

叉

は

被
保

瞼

者

の
爲

に
支

出

さ
れ

た

る
費

用

を

謂

ふ
も

の
に
し

て
、
或

ひ
は
亦

此

れ

を
特

別
費

用
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鷺
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鑑
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σq
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と
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呼

ん

で
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共

同
海

損

叉
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救
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料
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な
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あ

る
。
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出
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申

間

港

に
於

て
要

七

た

る
費

用

は

総

て
之

を

保

存
費

用
と

考

へ
ら

れ

て
ゐ

る

の

で
あ

る

が

、
積

荷

の
仕

分

費

用

の
如

き

は
申

闇

港

に
て
要

し

た

る

と
き

は

、
之

を

軍

猫
費

用

と

し

て
取
扱

は

れ

る

が

、
仕

向
港

に
於

て
支
出

せ

る

と

き

は

、
之

を

軍

猫
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損

害

査
定
費

用

(目
$

蕊

9

⑦。・亭

旨
葺

縄

昏
。
僧
ヨ
。
g
9

。
h
審

ヨ
層
σq
。)
と
見

徹

し
軍

猫
海

損

々
失
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瞼
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捲
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す
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國
海

損
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算
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の
實
際

で

の

あ

る
。
損
害
査
定

の
費
用

に
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此

の
外

に
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に
附
帯
費
用
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×
窪
9
始
ぎ
茜
⑦ω)
と
し
て
鑑
定
料
競
費
費
用
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算

費
用
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が
あ

る

が
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の
費
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イ
ヅ
の
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來
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に
ま
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損
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最
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責
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額
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損
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仕
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填
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損
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猫
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損
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損
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し

て

ゐ

る
。

即

ち

、

・

.

..》
目

。。ロ
o

魯
a

富
げ
o
霞

鼻

碧
σq
σ
¢
舞
o
冨

三

2

一母

o冨

お
o
q。".ぴ
暮

昏
o
冨
窪
窪

言
凶ヨ

冨

穿
o
ヨ
o
器

8

日
肩
。
ぽ

9
ぞ
o
℃
0
9
.5

ぴ
壁

9
轟

器

津
山
o
$

8
H
冨
一昌
島
。・ぴ
舞

ω⑦ヨ
。曇
。・
ミ
臣
9

9
㎏σ
き

び

。。鼠

〇二
団
。・嵩

9。
医
5
σq
矯
ぎ
9
巳

9

器

ωま

碧
ら
ド
ぴ
o
舞

o
ぎ

茜
。
ω℃

。●
撃

ミ
舞
。ぎ

器
。
器
糞

自

o
醇
㈹
o
箋
匹

。・段
饗
註

。
亀
舞

ミ

。
同茜

。
N
6
璋

8

錠
o
藻

ωg
o
"
(国
口
㎎
一qoず
一9
ミ
)
9
巳

器
8
巳

凹ユ
〇
三
轟

.
o
冨

お

o¢
彗

"
8
ユ
轟

ユ
8
"
P

o
●噂
鉱
9
機
9。=

臨霞
昏
o
『
同
剛。。渥

ず

≦
津
ぎ

暮

昏
o
弓
o瞬
o団
㌔
、

.
と

。

そ

こ

で
軍

猫
費

用

と

損
害

防

止
費

用

と

の
匠

別

の
根

擦

は

何
庭

に
あ

る

か

と

云

へ
ば

、
前

者

は
其

の
保

瞼

契

約

よ

り
生

す

ゐ
保

瞼
者

の
填
補

責

任

を

有

す

る
も

の

で
あ

り

、
後

者

倣

そ

の
保

瞼
契

約

に
附

随

せ
る
而

も
補

充

的

猫

立

の
契
約

た

る

損
害

防

止

約

款

に
擦

る
責

任

で
あ

る

と
す

る
鮎

で
あ

る

。

損

害
防

止
約

款

は

、

一
部
保

瞼

に
於

け

る
損

害

防

止

費

用

の
保

瞼

者

の
割

合
員

憺

が
行

は

れ

る

以
外

に
、
保

瞼

契

約

の
填
補

責

任

上

の

』
般

原

則

に

よ
り
何

等

の
支
配

を

受

け

得

ざ

る

も

の
で
あ

ゐ
。

扱

て
鼓

に
於

て
か

、
論

を

以

前

に
遡

つ

て
最

初

の
命

題

た

る
損

害

防

止

費

用

は
、

損

害

防

止
約

款
に

あ

ら
ざ

れ

ば

保
瞼

者

填
補

責

任

な

き

か

と
言

ふ

こ
と

に
答

ふ

べ
き

時

期

に
達

し

た

と
思

ふ
。

損

害

防

止

費

用

は

も

と

よ
り

損

害

防

止
約

款

に
よ
り

保

瞼

者

の

澹

保

す

る

と

こ
ろ
な

る

は

明

か

で
あ

る

が
、

被

保
瞼

者

の
選

揮

に
ょ
り

之

を

箪

濁

費

用

と

し

て
保

瞼

契

約
本

來

の
責

任

上

よ
り

し

て
保
瞼

者

に
其

の
填
補

を

請

求

し
得

る

こ

と
は

言

を
侯

た
な

い

の
で
あ

る

。

從

つ
て
既

に
引

用

せ
る
米

國

の
判

決

即

ち

一
九

二

二

年

の

》
ヨ
。
旨

碧

]≦
巽
o訂

暮

]≦
鍾
同
ぎ
。

甘
霊
§
昌
8

0
0
●
〈
・
ピ
ま
。
昌
ざ

。。
彗
傷

碧

住

Ω
轟
く
9

0
9

事

件

に
於

け

る

如

く

、
損

害

防

止
費

用

は

明

か

に
之

を

特

約

す

る

に
あ

ら
ざ

れ

ば

保

瞼

者

責

任

を
員

は
す

と
す

る

こ

と
は

、
確

に
誤

れ

る

判

決

と
も

言

ひ
得

よ

う

。

さ
れ

ば

損
害

防

止
費

用

の
保
瞼

者

員

澹

の
義

務

は

、
損

害

防

止
約

款

な

る
特

約

を
倹

つ

て
始

め

て
磯

生

し
得

る
も

の
に
あ

ら

9)Gow,ibid.,P.122.

Io)Doveろibid.,p.20g。



す
し
て
、
保
瞼
契
約
其
の
も
の
か
ら
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
損
害
防
止
約
款
は
損
害
防
止
費
用
を
本
契
約
よ
り
分
離
し
猫
立
に

之
を
取
扱
ふ
根
擦
を
與

へ
た
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
、
又
こ
れ
に
よ
り
防
害
費
用
員
澹
に
關
す
る
被
保
瞼
者
の
疑
念
を
佛
ひ
以

ね

で
之
を
明
確
な
ら
し
む
る
と
共
に
、
被
保
瞼
者
を
し
て
費
用
に
關
す
る
何
等
の
懸
念
な
く
、
進
ん
で
被
保
瞼
物
件
の
損
害
の
防
止

ゐ

損
大

の
阻
止

に
努

め
し
む

る
が
爲

に
附
加

さ
れ
た
も

の
と
言

ひ
得

る
の
で
あ
都
。

四

被
保
瞼
者

が
損
害

の
防
止
輕
減

に
從
事
す
る
こ
と
を
要
す

べ
き
危
瞼

は
、
保
瞼
者

が
保
瞼
誰

券
上
捲
保

せ
る
危
瞼

な
る

こ
と
を

要
す

る
の
で
あ
る
ゆ
蓋

し
損
害

の
防

止
輕
減

が
保
瞼
者

の
員

憺

せ
ざ
る
危
瞼

に
就

て
行
は
る

玉
こ
と
は
阪
そ
れ
は
軍

に
被
保
瞼
者

自
身

の
利
釜

の
爲

に
行
は
る

玉
も

の
に
し

て
、
保
瞼
契
約
上

の
保
瞼
者

被
保
瞼
者
間

の
關
係

に
は
何
等

の
影
響
を
も
生
す

べ
き
も

の
で
な
く
、
其

の
費

用

の
償
逡

に
就

て
も
斯

る
目
的

の
爲

に
要
し
た
る
場
合

に
は
、
被
保
瞼
者

と
し

て
も
保
瞼
者

に
野
し

て
請
求

し
得
ざ
る

こ
と
は
自

ら
明
か
な

こ
と

で
あ
る
。
從

つ
て
そ

の
爲

の
行
爲
は
被
保
瞼
者

の
契
約

上

の
義
務
を
成
立

せ
し
め
得

な

い
も

の
と
思

は
れ
る
か

ら

で

あ

る
。

海

上
保
瞼
法
は
第
七
八
條

三
項

に
次

の
如
く
規
定
す
る

に
依

り
こ
れ
を
明
ら
か

に
し
て
ゐ
る
。

即
ち

、、.国
巷
。昌
・・8

凶昌
2
疑
&

♂
き
傍冨

筍

起
o
器

o
恥
碧
o
鼠

昌
σQ
o
婦
α
ぎ

一三
。・窪
昌
σq
9
ミ

一〇
ω。・
昌
o
貯
8
〈
。
円
&

ξ

島
o
℃
集
受

轟
o
昌
g

器
8
〈
o轟
び
一〇
賃
旨
岱
鍵

島
o
。・蝿
ぎ
σQ
笹
昌
"

一昌
o
霞
ぎ
σq
σ冨
器
o
.".

と
。
然

し
乍
ら
、
損
害
防
止
約

款
は
保
瞼
者

の
憺
保

す

る

総

て

の
危
瞼

の
防
約
輕
減

の
費
用

に
封
し
適

用
し
得

る
や
と
言

ふ

に
、
英
國

の
判
決
は
之

忙
反
す
る
結
果
を
來

し

て
ゐ
る
。
即
ち
損
害
防
止
約

款

の
適
用

せ
ら
る

ぺ
き
は
、
保
瞼
者

の
通
常
捲
保
す

英
海
上
保
瞼
…置
券
に
於
け
ろ
損
害
防
止
約
款

(
久
木
)

一
五
五

・

rI)12)Arnould,ibid.,Sect.860,Foot-note(b).
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'

、
、
,

㌧

㌦

}

,
、

'
一

"

,

一

一血

山
ハ

る
危
瞼

に
封
し

て
の
み
で
あ
る

と
言

ふ
と
と
で
あ
る
。
、
こ
れ

は
同
約

款

の
解
羅

上
甚

だ
奇
妙
な
も

の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.
.、

自
九

〇
二

.
三
年

の

O
賃
唇

a

◎。
け$
ヨ
。・嵩
娼
O
o
℃
〈
.
寓
舞
9
昌
事
件

に
於

て
、
積

荷

の
蓮
逡

入
が
普
通

の

ロ
イ
ヅ
誰
券

に
よ
り

、
'

積
荷
其

の
も

の
に
封
し

て
讐
な
く
蓮
逡
人

と
し

て
員

捲
す
る
こ
と
あ
る

べ
き

一
定

の
責

任

に
樹

し
て
二
萬
膀

を
限
度

と
し

て
の
責

任
保
瞼
を
附

し
た
の
で
あ

る
が
、
,こ

の
場
合
損
害
防

止
約

款
は
保
瞼

者

の
通
常
憺

保

せ
る
危
瞼

に
野
し

て
の
み
適
用

せ
ら
る

ム
の

理
由
を

以

て
、
此

の
保
瞼
契
約

に
は
適
用

せ
ら
る

へ
こ
と
な
く
、
損
害
防
止
約

款
は

無
覗
す

べ
き
も

の
と

の
判
決
を
受
け

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

一
叉

一
八
六
八
年

の

×
窪
8

く
●
岡
o
x

事
件

に
於

て
は
、
汽
船

め
白
旨
§

號

の
所
有
者

は
他
船

と

の
衝
突

に
封
し

て
訴

訟
を
提
起

し
結

局
勝

つ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
爲

に
相
當

の
費
用
を
要
し
た

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
其

の
有
す
る
損
害
防

止
約
款

に
基

き
、
若

し
此

の
費
用
を
投

ぜ
ざ
り

せ
ば
保
瞼
者

に
劉
し
衝
突
責
任

に
因

る
相
當
損
害

の
墳
補

を
要
求
す

べ
か
り
し
と

の
理
由

に
よ
り

.
こ

の
勝
訴

の
爲

に
要
せ
る
費
用
を
保
瞼
者

よ
り
同
牧

せ
ん
と
し
た

の
で
あ

る
。
保
瞼

誰
雰

に
は
損
害
防
止
約

款

の
外

に
衝
突
約
款
を

有

し

て
、
被
保
瞼
者
は
其

の
船
舶
が
偶
然

に
叉
は
過
失

に
よ

り
他
船

に
損
害

を
與

へ
た

る
と
き
は
、
其

の

一
定
割
合
を
保
瞼
者

よ

り
填
補
を
受
け
得
る
事

と
な

つ
て
ゐ
た

の
で
あ

る
。

然

る

に
裁
判
所

(O
。
ロ
旨

o
剛
O
o
目
目
8

コ
紹
。・)
は
、
損
害
防

止
約
款
は
通

常

の
保
瞼
事
故

に
樹
し

て
の
み
適

用
せ
ら

る

べ
き

で
あ
る
か
ら
適
用

の
制
限
を
受
く
る
特
約

で
あ
る

と
し

て
、
衝
突
約
款

に
よ
り

特

別
に
澹
保

せ
ら
れ
た
る
危
険

に
劉
し

て
は
適
用

ぜ
ら
る

べ
き

で
な

い
と
の
理
由

で
、
そ

の
填
補
請
求

に
反
野

の
判
決
を
下

し
た

の
で
あ
る
。
控
訴
院

も
此

の
見
解
忙
同
意
を
表
明
し
、

且

つ
此

の
約
款

の
意
味
す
る
何
等

の
損
失
叉
は
損
害

(》
ξ

亨

。・
9

慈

。。・

め

{曾
言
需
)
を
生
ぜ
ざ

る
も

の
と
な
し
た

の
で
あ
る
。
同
様

の
趣

旨

の
判
決
が
、
一
九

二
四
年

の

。。
8
静
ぴ
竃

。
窪
名
。
年
碧

H諺
ロ
目碧
8

0
9

≦

O
N
8
日

事
件

に
於

て
、
元
受
保
瞼

の
被
保
瞼
者

の
填
補

請
求
訴

訟

に

封
抗

す

る

爲

に
元
受
保
瞼
者

の

要
し
た

る
費
用

1)2)Amould,ibid.,Sect.872.



の

を
、
」再
保
瞼
者
よ
り
同
復

せ
ん
と
し
た

る
場
合

に
行

は
れ

た
め

で
あ

る
。
さ
れ
ば
普
通

の
保
瞼

に
於

て
も
亦
再
保
瞼

に
於

て
も
第

三
者

の
訴
訟
提
起

に
野
し
慮
訴
す

る
に
要
す
る
費
用
は

、
損
害
防

止
約

款

に
よ
ウ
同
牧
し
得
な

い
と
言

ふ
こ
と
に
な
り
、
一こ
の
損

の

害
防
止
約
款
は
甚
だ
特
異
な
解
繹
を
有
す
る
こ
と
Σ
な
る
の
で
あ
る
℃
亦
斯
る
意
味
の
判
決
は

一
九
二
五
年
十
月
の
猫
逸

ハ
ン
ザ

の

、

高

等

裁

判

所

に

於

て

も

行

は

れ

ゐ

る

の

で

あ

る

。

さ

れ

ば

,
侮
①

◎。
ヨ

9

氏

が

..O

昌

窟

葺

ρ
豪

σq
器

び

レ

一、9
署

乱

曾

0
8

象

。
醒
o
ロ
F

曾

o

一
噂器

m
ξ

ρ

o
昌

冨
9
魯

再

u
ロ
矯ミ

9
け

三

舞

言

壼

甜

三

9

く
鈴
暮

9
ぴq
σ

肩

孚

窪

鎚

♂

き

ヨ
ヨ

9
σq
o
》
冨

団。・
曾

}串

臨
。。巳
冨
謬

α
0

9

0
凶。・
剛g

o

醤

ω
ω
伽
窃

o
昼

{
9

8

畠
o

o
ず
8

0

冒

σq
伽
ρ

ρ
器

鼠
の。。
霞

伽

昌
o

畠
o
〈
巴
サ

ユ
o
昌
一

:

:

:

O
雰

戸

o
呂

累
窪

切
ξ

8

葺

ρ
器

一り9。
ωq。
ξ

伽

ρ
島

。。
o

幕
津
号

碧

唱
3

。
Φ
ω
日

ニ

ロ
一
。
切
二

暑

・
藍

&

戸

§

傷
亀
凶昌
三

く
。
し

碧

ω
空

暑
曾
曾

。
×
。
一琶

{
.α
£

.§

舞

2

鼠

9

蹄

σq
陣

畠
。
ρ
ロ
一
。・
。
ゑ

億

の

8
僧
烹

ド

仙
o
ヨ
B
9。
σq
o
o=

、器
。。葺
伽
9
苺

謬

伽審

3
唱
魯
ヨ
昌
画
"、
と

言

ふ
も
當

然

で
あ

ら

う

。

ポ

斯

ズ

て
被

保

瞼

者

の
損
害

防

止
義

務

は
い

保

瞼

者

の
除

外
危

瞼

其

の
他

に
ま
り

制

限
を
受

く

る

と
・同

時

に
、

亦

保

瞼
者

の
損

失

に

封

す

る
責

任
範

園
め

制

限

に
よ

砂
制

約

さ
れ

て
ゐ

る

の

で
あ

る
。
然

し
乍

ら

海

上

保
瞼

法

第

七

八
條

一
項

に
は

..目
言

凶
ω・・霞

a

糧
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一

五

入

減
の
爲
に
被
保
瞼
者
の
支
出
せ
る
費
用
に
し
で
漁
軍
猫
海
損
防
止
輕
減
の
爲
に
要
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
保
瞼
者

の

は
保
瞼
契
約
上
軍
猫
海
損
の
填
補
に
任
ぜ
ざ
る
を
原
則
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
被
保
瞼
者
の
支
出
せ
る
費
用
が
果
し
て

全
損
防
止
の
爲
な
り
や
否
や
は
事
實
問
題
に
屡
ず
る

も

の

に
し

て
、
損
害
を
蒙
つ
た
燥
肉
が
其
の
積
載
船
舶
の
航
海
抱
棄
の
結

果
、
倉
入
れ
仕
分
け
さ
れ
他
船
に
よ
り
目
的
地
に
邊
達
せ
ら
れ
た
際
に
於
け
る
此
等
の
爲
に
要
せ
る
費
用
は
未
だ
全
損
防
止
費
に

ゆ

非
ざ
る
を

以
て
、
保
瞼
者

の
責
任

と
な

ら
す

と
判
決

せ
ら
れ

(国
。
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く
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替
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㊦
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叉
航
海
破
棄
さ
れ

し
時

に
、
積
荷
た

る

ラ
イ
萎

の

一
部

が
損
害
甚

だ
し
く
即
刻
費
却

ぜ
ら
る

べ
き
程

で
あ

つ
た

の
が
、
・船
長
は
之

を
陸
揚
倉
入
仕
分

し

て
大
部
分
は
約

一

年

の
間
入
庫

の
儘
放
置

さ
れ
た
場
合

に
、
此
等

に
要

せ
る
費

用
は
全
損

同
避

の
費
用
と
し

て
保
瞼
者

の
員
澹
た
る

べ
き
旨
判
決
さ

れ
た

の
で
あ
る

(]≦
超
窪

く
●
男
9
崇
℃
μ
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刈
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次

に
此

の
F

・
P
・
A
・
の
條
件

に
於

て
は
、

賃
三
。
8

以
下

の
文
言

に
依
り
、

そ
れ

に
績

い
て
列
墨

せ

ら

る

去
事

故
あ
る
と
き

は
、
假

令
軍
猫
海
損

で
も
播
保

せ
ら
る

、
の
で
あ
る
。

從

つ
て
此
等

の
事
故

に
關
す

る
限
り
、
W

.
A
.
(≦
、喜

》
〈
。
話
σq
⑦
)
の
條

件

に
よ
る
保
瞼
者

の
捲
保
責
任
と
殆

ん
ど
攣

る
と

こ
ろ
が
な

い
の
で
あ

る
。

然

る

に
英
國

の
F

・
P
・
A
・
約
款
は
、
我
國
米
國
佛

蘭

西
等

の
如
く

此
等

の
列
學
事
故

に
基

因
す

る
損
害

に
樹
す

る

も

の

に

あ
ら
す

し

て
、
航
海
申
此
等

の
事
故

が
嚢
生
さ

へ
す
れ

ば
、
假

令
こ
れ

に
因
ら
ざ

る
損
害
と
錐
も
保
瞼
者

の
員
捲
た
る

べ
き
は
、
,
英
國
傳
統

の
解
繹
と
す

る
を

以
て
、
航
海

中
は
通
常

此

等

の
事
故

の
獲

生
最

も
多

き
が
爲

に
、
絡

局
に
於

て
は
F

・
P
・
A
・
の
條

件

で

あ

り

乍

ら
、
W

・
A
・
と
同
様

に
考

へ
て
差
支

へ
な

い
程

で
あ
る
。
換

言
せ
ば

こ
の
事

は
F

・
P
・
A

・
の
捲
保
條
件

に
依

る

と

き

と
難
も
、
保
瞼
者

は
軍
濁
海
損
防

止
費

用
を
常

に
員

澹
す
る
と
言

ふ
事
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
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而
し

て
こ
れ
を
確

認
し
、
保
瞼
者
を
し

て
損
害
防

止
費
用
が
全
損
叉
は
軍
猫
海
損

の

何

れ

の
爲

に
要

せ
る
や

の
事
實

問
題

上

の
争

ひ
を
さ
け
、
等

し
く
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・
P

・A

・
叉
は
W
・
A
・
の

場
合
共

に
保
瞼
者

の
員
澹

と
な
さ
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件

即

ち

我

國

に

於

け

る

「
全

損

ノ

ミ
憺

保

」

の
場

合

に

於

て

は

、

今

述

べ

た

F

.
P

・
A

・
め

澹

保

條

件

に

於

け

る

と

同

檬

の

原

則

が

支

配

し

て

、

保

瞼

者

の
憺

保

す

る

損

害

防

止

費

用

は

全

損

同

遽

輕

減

に

要

せ

る

費

用

の

み

を

指

す

も

の

と

せ
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れ

て

ゐ

る
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全
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ミ
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件

に

よ

る

と

働

き
は
、
損
害
防

止
費
用
は
之
を
保

瞼
者
員
捲

せ
ざ
る
も

の
と
解
す

べ
き
で
あ
り
、
亦

猫
逸
に
於

て
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穿

目
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生
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の
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同
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損
害
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止
費
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員
澹

せ
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る
も
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れ
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都
。
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國
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損
害
防

止
約
款
を
挿
入

し
あ
二る
を

以

て
、
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損
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述
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損
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れ
を
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が
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害
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止
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款
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き
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丈
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い
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臼
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黙
を
置

い
て
解
繹

し
」

法
律
は
之

に
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害
防
止
費

用
を
Ψも
含
む
も

の
と
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徹

し
で

判
決
し
、
-
此
め

特
約

を
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効

と
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に
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す

べ
き
は
、
再
保

瞼

に
於
け
る
損
害
防

止
約

款

に
て
は
原
保
瞼

の
被
保
瞼
者

の
支
出

せ
る
損
害
防

止
費
用
を
再
保
瞼

者

が
捲
保

せ
實
る
こ
と

で
あ

る
。
,
即
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』
八

八
四
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の
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・
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8
8
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潜
二
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霞
§
8

0
。
●
事
件

に
於

て
此
れ

が

確
立
芒
れ

て
ゐ
る
。
其
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
原
保
瞼

の
被
保
瞼
者
拡
再
保
瞼

に
於
け
る
被
保
瞼
者

(
即
ち
原
保
瞼
者
)

の

代

理
汰

又
は
使
用
人
或

ひ
は
亦
其

の
譲
受
人

に
も
非
ざ
る
を
以

て
讐
あ

る

と

し

て
ゐ
る
。

然
し
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へ
ら
れ

る
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で
あ
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。

さ
れ
ば
原
保

瞼

に
於
け
る
損
害
防

止
費

用
は
、
再
保
瞼

に
於
て
は
海
難

に
よ
る
損
害

の

一
部
と
し

て
保
瞼
者

の
捲
保

す
べ
き
も

の
で
あ

つ
て
、
'

假
令
全
損

に
よ

り
保
瞼
金
額

の
全
額
を
支
佛

ふ
こ
と
あ
る
も
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此
の

因
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げ
窪

Ω
碧
。。。
に
よ
り
、
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保
瞼
者

は
更

に
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の
員
播

の

励

責

に

任

す

べ
き

も

の

で

あ

る

。

'
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五

圓

最
後
に
損
害
防
止
費
用
に
封
す
る
保
瞼
者
の
填
補
方
法
に
就
て
蓮
べ
て
見
よ
う
。
之
を
述
ぶ
る
に
先
ち
て
特
に
注
意
を
要
す
べ

ぎ
は
貸
既
に
燭
れ
て
來
た
如
く
、
損
害
防
止
約
款
は
保
瞼
契
約
か
ら
離
れ
た
猫
立
の
契
約
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
海
上

15)Domas,oP・cit.,P.57・
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一
項
に
次
の
如
ぐ
規
定
す
る
に
よ
り
、"
之
を
明
か
に
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ゐ
る
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・

一

而
し

て
此

の
條
丈
は
㍉
、既

に
明
か
な

る
如
く
損
害
防

止
約

款

の
猫
立
性
よ
り
結
果
す

る
保
瞼
者

の
填
補
責
任

に
言
及
し

て
ゐ
る

の

で
あ

る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
」
評
債
濟
保
瞼

に
於

て
は
保
瞼
債

額
と
保
瞼
金
額
が
同

一
で
あ
る
な
ら
ば
其

の
費
用

の
全
額
を
、
然

ら
ざ
る
と
逢
は
此

の
爾
者

の
比

に
於

て
保
瞼
者
が
責
任

を
員

ふ

の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
描
甚

だ
軍
純

で
あ

る
。
然

し
こ
れ

は
評
便

の
絶
謝

力
を
保
持
す
る
上

に
於

て
拡
結
構

で
あ
る
が
、
被
保
瞼
物
件

の
實
際

の
債
格

に
封
す
る
考
慮

が
行

は
れ

て
ゐ
な

い
の
で
あ

る
。
、
即
ち
假
令
其

の
評
債
額

が
實
際

の
債
格

よ
り

小
で
あ

つ
て
竜
、
保
瞼
者
と
し

て
は
全

額
を
支
彿

ふ
こ
と

、
な
る

の
で
あ
る
。

然

る
に
共
同
海
損
叉
は
海
難
救
助

の
場
合

に
同
様
な
問

題
が
生
す

る

の
で
あ
る

が
、
そ

の
際

に
英
法
は
損
害
防

止
費
用

と
は
別
な

ハ

取
扱

ひ
に
出

て
ゐ
る
。
即
ち
實
際

の
債
格
た

る
員
捲
債
格

(O
o
三
暮

暮
o
韓

く
巴
き
)
を
考
慮

に
入
れ

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

海
上
保
瞼
法

が
損
害
防

止
費
用

に
關

し

て
の
み
取
扱

ひ
を
異

に
せ
る
は
、
其

の
理
由

な
き
に
非
す

で
あ
る
。
も

と
よ
り
保

瞼
者

と
し

て
は
、
救
助
物
件

の
債
格

が
保
瞼
債
額

と
同

一
で
あ
る
か
叉
は

そ
れ
以
下

で
あ
る
場
合

に
」
損
害
防
止
費
用

の
全
額
を
填
補

す
る
こ
と
は
當
然

で
あ
る

が
、

反
封

に
低
評
便
が
行

は
れ

殊

に
船
舶
保
瞼

に
於

て
船
債
を
低

く

し̀

て

共

の
補

充
を
費
用

の
保
瞼

(一、昌
肋
口
『
凶
昌
00
0
】口
畠
一〇〇げ
犀
峠ooO【昌
O昌
けo陰)
に
求
む

る
が
如

き
場
合

に
あ
り
て
は
、
評
贋
額
よ
り
救
助
物
件

の
便

額
が
大
な

る
場
合
は
、
そ

英
海
上
保
瞼
澄
券
に
於
け
る
損
害
防
止
約
款

(
久
木
)

一
六

一

1)Mar.Ins.Act,馨73.



,

、

.

"

山
ハ

コ

れ

に
要
し
た

る
損
害
防

止
費

の
全
額
を
員
澹
す

る
こ
と
は
、
前

の
場
合
を
考
慮

せ
ば
、
・
幾
分
衡
亭
を
失

し
た

る
の
念
を
懐

か
し
め

ざ

る
を
得
な

い

で
あ
ら
う
ゆ
然

し
乍
ら
實
際

に
於
て
は
損
害
防
止
費
用

の
全
額
を
員
澹

し

て
も
う
保
瞼
者

と
し
て
は
不
利
な
地
位

に
立

つ
も

の
で
は
な

い
の
で
あ
る
謁
、蓋
し
大
抵

の
場
合

に
は
損
害
防

止

に
投

ぜ
ら
る

」
費

用
は
、
そ
れ
よ
り
も
更

に
大
な
る
額

の

損
害
を
同
避
し
得
ら
れ

る
に
至
る
か
ら

で
あ
る
。
全
損
同
遜

の
際

は
勿
論
↓
分
損
同
避

の
場
合

に
於

て
も
然
り

で
あ
る
。
更

に
亦

此

の
費
用

は
合
理
的

に

(℃
械8
。
二
巳

支
出
さ
れ

た
る
限
り
、
そ

の
奏
功

の
如
何
を
問
は
す
保
瞼
者

の
員
憺
た

る

べ
き
も

の
で
あ
る

と

と
も
、
そ

の
理
由

の

一
つ
に
数

へ
る
こ
と
が
出
來

よ
う
。
然

る

に
海
上
保
瞼
法
第

七
八
條

一
項

の
規
定

が
今
日
其

の
儘
行

な
れ

て
ゐ
る
の
は
、
何
等

の
補
足
的
約
款
を
有

せ

ざ

る

諏
イ
ヅ
誰
券

に
よ
る
保
瞼
即
ち

国
お
一凶。。げ
Ω
0
章

男
。
ぽ
矯

に
於

て
の
み

で
あ

る
。
さ
れ

ば
二
十
世
紀

の
初
頭

以
來

一
約
款
を
附
加
す

る
に
よ

つ
て
、
損
害
防
止
約

款

に
於
け
る
保
瞼
者
翼
補

額
算

定

の
方
法
を

め

攣

更

し

、

之

を

複

雑

な

ら

し

め

た

の

で

あ

る

。

今

一
九

三

六

年

一
月

一
日

の
英

國

保

瞼

者

協

會

約

款

中

の
船

罷

保

瞼

に
於

け

る

同

約

款

を

掲

ぐ

れ

ば

次

の
通

り

で

あ

る

。
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此

の
約

款

は

古

い

ロ
イ

ヅ

の

慣

習

に
基

け

る

海

損

精

算

人

協

會

の

取

扱

規

定

(労
三

窃

。
臨

男
§

鼠

8

9

昏
⑦

〉
。。
8
。
剛鑑

。
昌

o
幽
》
〈
。
量
σq
。
〉
&
5
9
民
9

男
`
『

艀
○
.)

に

現

は

れ

て
ゐ

る

も

の

で

、

そ

の

ロ
イ

ヅ

慣

習

に

よ

れ

ば

、

事

情

に

ょ

つ

て

は

此

の
種

の

の
費

用
が
中
欄
港

に
於

て
要
し
た
る
場
合
は
斯

る
取
扱

ひ
が
行

は
れ
得
た

の
で
あ
る
。
而

し

て
此

の
約

款

に
於

て
は
、
法
律
と

は
異

り
救
助

料
と
損
害
防
止
費
用

と
を
同
様

に
取
扱

つ
て
匠
別
を
認
め

て
ゐ
な

い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
損
害
防
止
と
し

て
の

船
主

に
は
そ

の
代
理
人
た
る
船
長

の
救
助

が
無
効
に
終
り
叉
は

こ
れ
等

に
依
り
救
助

さ
れ

て

も

そ

の
救
助
物
件

の
債
格

の
小

な
る
場
合

が
甚
だ
多
く
、
此
等

の
者

に
よ
る
救
助

が
次
第

に
減
少

し

て
來

て
ゐ
る

の
と
、
今
日

一
般

に
用

ひ
ら
れ

て
ゐ
る

ロ
イ

ヅ

の
救

助

契

約

書

(僅

o冠

、。・
智

轟

σQ
。
》
σq
岩
§

・三
)
に
よ

り

Z
。
。
霞

ρ

5
。
ロ
塁

の
原

則

で
救
助

に
從

事

せ
し

む

る

こ
と

は

、

ラ

保
瞼
者
に
乏
つ
て
も
有
利
で
あ
る
乏
の
事
情
に
基
く
こ
と
も
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
翫
ゆ

我
國
の
般
舶
保
瞼
特
別
約
款
第
二
種
乃
至
第
五
種
の
各
第

一
條
に
於
て
も

「被
保
瞼
船
舶
ノ
員
捲
債
格
ガ
保
瞼
債
額
ヲ
超
過

シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
超
過
額

二
封
ス
ル
救
助
費
分
捲
額
ハ
之
ヲ
除
ク
」
と
規
定
す
る
に
よ
り
、
英
國
海
上
保
瞼
法
第
七
三
條
二

の

項
を
参
酌
も
て
、
保
瞼
者
は
員
澹
債
格
と
保
険
債
額
の
割
合
員
捲
を
な
す
べ
き
と
し
て
ゐ
る
の
も
、
英
國
の
實
際
に
追
從
せ
る

も
の
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
斯
る
保
瞼
者
責
任
の
決
定
方
法
は
、
共
同
海
損
分
憺
の
場
合
の
如
く
、
分
捲
額
と
し
て
責
任
を
員

ふ
も
の
で
な
く
、
保
瞼
者
の
員
澹
危
瞼
を
防
止
し
又
は
防
止
し
得
べ
か
り
し
理
由
を
以
て
員
澹
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
救
助
料

其
の
他
防
止
費
用
が
其
の
費
用
の
要
件
を
具
備
す
る
以
上
、
そ
れ
以
外
の
事
實
詮
索
の
要
な
し
と
の
理
由

に
よ

る
非
難
も
あ

のる
。
然
れ
ど
惹

我
船
舶
約

款

の
規
定
は
別
と
し

て
、
英
國

に
於
け

る
救
助
費
損
害
防
止
費

は
、
そ
れ
み
＼
保
瞼
契
約

よ
り
猫
立

・

ラ

せ
る
別
個

の
法
律

叉
は
契
約

に
よ
り
支
配

せ
ら

る

、
も

の
な
れ

ば
、
英
國
約
款

に
封
す
る
斯

る
非
軸

は
當

ら

な

い

と
思

ふ
の

英
海
上
保
瞼
謹
券
に
於
け
ろ
撹
害
防
止
約
款

(久
木
)
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一
六
四

で
あ
る
や
,

,

〆

、、・扱

て
此

の
保
瞼
者
協
會
約

款
申

に
規
定

ぜ
る
損
害
防

止
費
用

の
保
瞼
者
員
捲
額

の
算

定
を
、

以
下
大
艘

∪
。
ヨ
器

氏

の
掲
々

る

の

と
こ
ろ
に
從

ひ
之
を
明
か

に
し

て
見

よ
う
と
思

ふ
。

・.

ヤ

、

-

本
約
款
第

一
項
は
大
職
激
年
以
前

に
試

み

に
使

用
さ
れ

て
今

日
通
用
さ
れ

て
ゐ
る

の
で
あ

る
が
、
、
そ

の
填
補
額

の
算

定
法

は
大

艦
海

上
保
瞼
法
第
七
三
條

の
規
定

に
よ
る
救
助
料
算
定
法

に
侯

つ
て
ゐ
る
。
今
全

額
保
瞼
と
し

て
次

の
如
く
計
算
し

て
見

る
。

甲

、
全
損

が
回
避
さ
れ

た
る
場
合

評
債

額

噌
、
0
0
0
確

に
し

て
救
助
債
格
も
之

と
同
額
と
す

れ
ば
、
保
瞼
者

は
其

の
全
額
を
填
補
す

る
。
然
し
若
し
救
助
債
格

二
、
○
○
○
膀

と
す
れ
ば
、
保
瞼
者

の
員
憺
は

そ
の
費
用

の
孚
額

と
な
る

の
で
あ

る
。

乙
、
全
損

に
は
達

せ
ざ
り
し
も
救
助
後

の
船
債

が
救
助
費

用
額
よ
り
大
な

る
場
合

、

此

の
場
合

は
次
の
二
つ

に
分

け

て
考

へ
る

こ
と
が
出
來

る
。

一
の

保
瞼
者

が
翠
猫
海
損
を
澹
保

せ
る
と
き
、

(評
債

額

一
、
○
○
○
確

、
防

止
費
用
二
〇
〇
確
、
損
傷

の
儘

の
救
助
後

の
憤
格
八
〇
〇
膀

と
せ
ば
、
保
瞼
者

の
員
澹
額
は

告

O
O

×
藷

繍
隊

急

§

と
し
墨

額
で
あ
る
・
然
る
に
實
債
吉

低
壽

讐

れ
て
ゐ
た
爲
髭

の
際
救
助
後
の
債
埜

・
六

・
・
璽

蓬

保
馨

は
讐

×
ど
。輩

。。
塾

。。
を
轟

す
る
こ
右

な
つ
轟

霧

の
減
少
を
來
た
す
。

㈲

保
瞼
者
が
軍
猫
海
損
を
捲
保
せ
ざ
る
も
全
損
と
な
る
を
防
止
し
得
た
と
き
、

×瀦報
鍛

簿
講
雛
斜雛
燃灘
脚醗
舅
費

雄
蟻

庶
麓
灘
っ4
9)OP.cit.,P.71etsuiv.

勲ndley&Saunders氏 は此 の約 款 の正 確 な る適 用 は 未 だ確 定tfず 且 つ今H

船 舶 の安 全 儂 絡 が 保 瞼 債 柊 な 超 過 す る こ とは稀 で あ るか ら、此 の問題 に就

て 考 察 す る ことに必 要 あuJと に思 へ ぬ と言 つ て ゐ ろ(lbid',,PP.86-7.)o



○
○
確
を
以
て
限
度
と
す
る
。
此
の
計
算
方
法
に
猿
る
と
、
評
債
額
よ
り
救
助
贋
格
が
少
な
い
と
き
は
、
後
者
が
前
者
に
蓮
す
る

迄
は
假
令
低
評
債
が
行
は
れ
て
ゐ
て
も
保
瞼
者
は
常
に
全
額
員
澹
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
英
國
の
精
算
人
は
共
同
海
損
分
捲

額
の
保
瞼
者
員
憺
を
決
す
る
と
き
は
、
海
上
保
瞼
法
第
七
三
條
の
規
定
と
は
別
な
方
法
即
ち
海
損
精
算
者
協
會
の
取
扱
規
定
第
四

〇
條

一
項

(
一
八
七
六
年
)
に
依
り
、
假
令
軍
猫
海
損
を
保
瞼
者
員
捲
せ
ざ
る
と
き
と
錐
も
、
こ
れ
を
評
債
額
よ
り
控
除
す
る
こ

　

　
あ

と
に
し
て
ゐ
る
が
、
損
害
防

止
費
用

に
關

し

て
は
之
を
控
除
し
な

い
と

の
事

で
あ
る
。

本
約
款
第

二
項
は
前

項

の
規
定

の
み

に
て
は
充
分
な
ら
す

と

の
理
由

で

一
九

一
七
年

に
附
加
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、

こ
れ

に
保

存
費

用

が
救
助
債
格

よ
り
大

で
あ
り
文
は
其

の
救
助

の
無
効

に
終

つ
た
場
合

に
就

て
壁
あ
る
。

甲
、
保

存
費
用
額
が
救
助
後

の
船
債
を
超
過

せ
る
場
合

、

此

の
場
合
は
事
故
獲
生
當
時

の
安

全
債
格

(0励
0
9
昌
傷
く
9一口
O
)
に
封
す

る
損
失
損
害
額
を

握
除

せ

ざ

る

保
瞼
債

額

の
割
合

に

よ

り
、
保
瞼
者

は
其

の
超
過
額

に
封
し
て
責

任
を
員
捲
す
る

の
で
あ
る
。
而
し

て
事
故
嚢

生
當
時

の
安
全
債
格

と
は
、
事
故
焚

生
後

の
船
舶

の
債
格

に
費
用

の
支
出
を

要
し
た
る
事
故

の
爲

に
蒙
り
た
る
損
害

の
修
繕
見
積
額
を
加
算

せ

る

も

の

を

言

ふ
の
で
あ
る

が
、
此

の
安
全
便
格

の
算
出

は
技
術
的

に
甚

だ
し
き
困
難
を
俘

ふ
問
題
で
あ

る
。
た

と

へ
損
失
損
害
額

の
控
除
を
行
は
ざ
る
も

の

と
錐
も
、
費

用
の
支
出
を
要

せ
る
事
故

の
嚢

生
前

に
既

に
他

の
事
故

に
よ
り
損
失
損
害
を
蒙
り

た
る
場
合

は
、
こ
れ
を
顧
慮
す

べ

き
も

の
で
、
こ
れ

が
爲

に
安

全
債
格
愚
當
然
減
少
す

べ
き
亀

の
で
あ
り
、
從

つ
て
保
瞼
債
額

に
も
影

響
す

べ
き
も

の
と
言
は
ざ

る

,

を
得
す

、
叉
こ
れ
等

の
事
故

が
相

踵
い
で
嚢

生
し
然
も
未
だ
修
繕

の
行

は
れ
ざ
る
と
き
は
、
第

一
の
事
故

に
因
る
損
害
と
次

の
事

故

に
因
る
も

の
と

の
判
別
も
困
難
と
な

る
の
で
あ
る
。
,

今
簡

軍
な
る
例

に
よ
の
保

瞼
者

の
填
補

額
を
算
定
し

て
見
れ
ば
、

評
便

一
、
O
O

O
確
、
救
助
費
四

五
〇
膀

、

損
傷

の
儘

の
船

英
海
上
保
陰
謹
券
に
於
け
る
頂
害
防
止
約
款

(
久
木
)

一
六
五

旺o)Amould,ibid、,Sect.Ioo5.

II)Domas,QP.cit.,pP.72-3.



噛
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一

山
ハ
山
ハ

、債

見
積
額

四
〇
〇
礫
、
修
繕
費
見
積
額
六
〇
〇
膀

と
す

る
と
、
安
全
債
格
を
大
艦

一
、
○
○
○
碑
と
し

て
計
算

せ
ば
、
超

、

ど
0
8

1ー
騰
α
O
と
な
り

、
他

の
四
百
確

の
費
用

に
樹
し

て
は
前

過
費

用
五
〇
膀

に
樹
す
る
保
瞼
者

の
責
任
は

ゐ
α
O
×
艀
8

+
8
0

項
に
苓

計
算
法
に
よ
る
と
、
保
馨

奮

猫
奮

を
覆

せ
る
と
き
は

肪
§

×
μ、8
新

①.
。
§

。。
と
な
り
、
澹

保
董

と
き
は

跳
藤
。
。
×
華

基

ど
。。
。
Σ

な
る
が
此
の
場
合
は
勿
論
四
・
霧

を
以
て
謬
馨

の
主貝
任
の
限

度

と
な
る
か
ら

、
何

れ

の
場
合
も
保
瞼
者

は
全

額
に
封
し

て
責
任
を
員
憺
す

る
こ
と

、
な
る

の
で
あ
る
。
術
此

の
場
合
低

評
債

の
行

は
れ
た
る
際

の
計
算

方
法
は
、
容
易

に
諒
解

し
得
る

で
あ

ら
う

。

乙
、
救
助

が
無
効

に
絡
り
全
損

と
な

つ
た
場
合

、

此
の
場
合

の
計
算

は
前
述

の
超
過
額

に
樹
す

る
保
瞼
者

責
任
額

の
算
定

と
同
檬

で

あ

る
が
、
安
全
債
格

の
算

定
は
遙

か

に
困
難

と
な
り
、
未
だ
法
律
上

の
問
題
に
は
な

ら

な

い
様

で
あ
る
が
、
實
際

に
於

て
は
、
斯

る
場
合

の
嚢

生
は
甚

だ

粉

稀

で
は
あ
る

が
、
.保
瞼
者
は
低
評
債
あ
る
と
き

は
之
を
仲
裁

に
訴

へ
和
解

に
よ
り
填
補

額
を
支
彿

ふ
と
言

ふ
。

扱

て
こ

の
約
款

に
基

き
保
瞼
者

の
員

憺
額
が
、
員
澹
債
格
と
保
瞼
債

額

の
割
合

に

よ

り
算

定
せ
ら
れ

た
が
爲

に
、
被

保
瞼
者
自
身

の
員
擾

に
麟
す

べ
き
費
用

の
部
分
は
如
何

に

す

べ

き

か

と

言

ふ
に
、

そ
れ
は
増
債

額
保
瞼

(ぎ
。
儒
器
&

の

の

ガ

く
鑑
器

℃
o
翫
9

に

よ

り

、

叉

は

超

債

額

保

瞼

(一
昌
O
藍
N
櫛
昌
O
O

O
昌

】円
×
O
O
oDoD
⑦
ω
)
に

よ

り

、

依

然

と

し

て

保

瞼

者

よ

り

同

牧

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

(
昭

和

一

二

・
五

・

二
)
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前者の揚合tt評 債額 剛 囎 擬 劃 くべ きとして 器0器 ㌔ …
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450=£450と し て ゐ る が 、 この 二 項lt超 過 額 に しか 通 用 な き もの と の 理 由

で 私 は 賛 成 し兼 れ ろ(400憩 に 恐 ら く600の 間 蓮 び で あ ら う)o

r3)Domas,oP.citりP.74.
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